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第
8
巻

ア
フ
リ
カ
研
究

*
サ
バ
ン
ナ
の
記
録

*
ア
フ
リ
カ
研
究
の
回
顧
と
展
望

*
ダ
ト
ー
ガ
族

の
研
究

　

*
狩

猟
と
遊
牧

の
世
界

　
一九
六
三
年
か
ら
六
四
年
に
か
け
て
、
梅
棹
忠
夫
は
今
西
錦
司
を
隊
長

と
す
る
京
都
大
学
ア
フ
リ
カ
学
術
調
査
隊
の
一員
と
し
て
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
に

お
い
て
牧
畜
民
の
人
類
学
的
調
査
研
究
を
お
こ
な
っ
た
。
本
書
は
、
生
活

体
験
を
記
し
た

「サ
バ
ン
ナ
の
記
録
」、
日
本
に
お
け
る
ア
フ
リ
カ
研
究
を

概
観
し
た

「ア
フ
リ
カ
研
究
の
回
顧
と
展
望
」、
牧
畜
民
の
民
族
誌
を
描

い
た

「ダ
ト
ー
ガ
族
の
研
究
」、
岩
波
市
民
講
座
で
お
こ
な
っ
た
講
義
の
記

録
で
あ
る

「狩
猟
と
遊
牧
の
世
界
」
の
四
部
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
こ
れ
ら

は
、
梅
棹

に
よ
る
ア
フ
リ
カ
研
究
の
成
果
で
あ
る
と
と
も
に
、
モ
ン
ゴ
ル

に
始
ま
っ
た
牧
畜
研
究
の
理
論
的
な
集
大
成
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　
梅
棹

の
た
ど
っ
た
研
究
の
足
跡
は
、
日
本
の
人
類
学
研
究
の
発
展
に

重
ね
ら
れ
る
。
戦
前
の
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
牧
畜
社
会
の
研
究
は
、
戦
後
、

調
査
地
を
西
ア
ジ
ア
に
求
め
、
さ
ら
に
ア
フ
リ
カ
の
東
端
に
達
す
る
。
当

初
、
日
本
人
研
究
者
に
よ
る
ア
フ
リ
カ
研
究
は
自
然
人
類
学
が
中
心
で

あ
っ
た
が
、
一九
六
五
年
、
今
西
の
定
年
の
あ
と
、
梅
棹
は
京
都
大
学
人

文
科
学
研
究
所
に
お
け
る
社
会
人
類
学
部
門
を
担
当
し
、
「ア
フ
リ
カ
社

会
の
研
究
」
と
い
う
研
究
班
を
立
ち
上
げ
、
他
大
学
の
研
究
者
と
と
も
に
、

ア
フ
リ
カ
研
究
を
す
す
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
成
果
は
、
日
本
民
族

学
会
や
ア
フ
リ
カ
学
会
な
ど
に
お
け
る
報
告
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
会
誌
や

商
業
出
版
、
講
演
を
と
お
し
て
、
積
極
的
に
発
表
さ
れ
た
。

　
民
族
誌
の
方
法
論
は
、
生
態
学
的
な
視
点
に
も
と
つ
い
た
詳
細
な
ス

ケ
ッ
チ
に
よ
る
対
象
社
会
の
描
写
と
、
語
彙
の
収
集
と
記
述
に
よ
る
文

化
的
側
面
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る
、
緻
密
な
フ
ィ
ー
ル
ド

・
ワ
ー
ク
を
基

本
と
し
て
い
る
。
牧
畜
研
究
に
お
い
て
は
、
ダ
ト
ー
ガ
の
社
会
組
織
が
ウ

シ
の
群
れ
の
モ
デ
ル
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
仮
説
を
導
き
だ
し
、

人
間
の
文
化
や
社
会
的
特
徴
が
自
然
の
諸
法
則
と
密
接
な
関
係
を
も
つ

こ
と
を
示
唆
す
る
な
ど
、
牧
畜
研
究
の
み
な
ら
ず

文
化
人
類
学
研
究

に
大
き
な
方
向
性
を
示
し
た
。

　
梅
棹

の
観
察
眼
は
、
直
接
の
調
査
対
象
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
々
の
生

活
に
お
け
る
何
気
な
い
出
来
事
に
お
よ
び
、
そ
の
よ
う
な
何
事
に
も
興
味

を
抱
く
志
し
こ
そ
が
、
地
域
や
分
野
を
こ
え
た

「文
明
学
」
を
構
築
す
る

根
源
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
(三
島
禎
子
)
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